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学生の養護教諭の職務に関する認識の変化
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抄　　録
　養護教諭のコーディネーション行動や能力を形成するための基礎研究として，201X 年
の養護学概論Ⅰ受講生を対象に，養護教諭の職務に関する認識と授業による変化を検討し
た。その結果，学生のこれまでの保健室利用状況や利用理由と養護教諭免許取得希望との
間に大きな関連は見られなかった。また，支援される側として形成されたと思われる養護
教諭のコーディネーション行動や能力に関する認識や職務のイメージは，授業により支援
を行う立場として広がりが見られ，職として主体的にとらえ始めたと考えられる。今後
は，授業においてこれらを具体的にしていく方法を検討し，養成教育に求められる養護教
諭のプロトタイプに及ぼす影響について明らかにしていくことが必要である。
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Ⅰ　はじめに
　近年，学校における児童生徒の多様化，深刻化した心身の健康問題への対応や健康の保
持増進の指導にあたり，養護教諭は保健主事と共に学校保健活動の中核として，学校内の
教職員や学校外の関係諸機関と連携して組織的な活動を推進する重要な責務が求められて
いる 1）。特に，コーディネーターの役割を担うことが明記され，「個人や組織など異なる
立場や役割の特性を引き出し，調和させ，それぞれが効果的に機能しつつ，同じ目標に向
かって全体の取り組みが有機的，統合的に行えるように連絡・調整を図る」2）行動がこれ
まで以上に重要になってきている。保健室が果たす役割の特徴として，過去には子どもの
心身というデリケートな問題を取り扱う繊細な場所である一方，多様な人々が出入りする
ことによって自由に情報が飛び交い，ある程度の息抜きができる場所としても捉えられ
ることが報告されている 3）。学校教育の今日的な課題として，「閉鎖的管理的な学校」か


